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2020 年度事業 進捗報告書（実⾏団体） 

● 提 出 ⽇ ： ２０２１年 ９⽉ ３０⽇ 
● 事 業 名 ：社会的孤⽴解消のための事業（重症児、医ケア児の家族及び本⼈の社会的孤⽴解消のために） 
● 資⾦分配団体 ：特定⾮営利活動法⼈宮崎⽂化本舗 
● 実 ⾏ 団 体 ：認定特定⾮営利活動法⼈ホームホスピス宮崎 
 

①  実績値 
アウトプット 指標 ⽬標値 

 
達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

 

当事者の⼈数や悩みや要望を
明確にする。 

アンケート、カフェでの相
談数 

まずは HALE たちばなの利⽤
者・関係者の全員の意⾒や要
望を把握する。 

2022/6/30 現時点では意⾒や要望
を吸い上げる場が整っ
ていない 

3 

社会活動に参加する当事者が
増える 

開催する教室（オンライン
含む）やサークル等への参
加数 

宮崎市内の当事者の 1/4 程度
（20 ⼈程度）が何らかの形で
参加できる。 

2023/3/31 参加できる場が整って
いない 

3 

カフェを利⽤した就労の機会
ができる。 

カフェの⼿伝い⼈数 週 2 ⽇以上、2 ⼈以上の就労
の機会を作る。 

2024/3/31 現時点ではカフェの運
⽤が始まっていない 

3 
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当事者の社会活動のためのフ
ァンドレイジング計画ができ、
実際に当事者が資⾦調達でき
る。 

ファンドレイジング計画の
作成 

作品販売など資⾦調達の実績
ができる。 

2023/3/31 ファンドレイズの計画
策定に⾄っていない 

3 

SOS ネットワークの枠組みが
できる 

ネットワークの構築状況
（ネットワーク図など） 

ネットワークの枠組みが構築
される。 

宮崎市内の当事者の登録が始
まる。 

2023/3/31 SOS ネットワークをこ
れから構築していく段
階である 

3 

先進的な取り組みとの相互連
携の仕組みができる 

相互連携の相⼿先 主要な先進事例３カ所以上と
の情報ネットワーク構築及び
⼈材交流の実施。 

2024/3/31 現時点では連携まで⾄
っていないが、情報交
換などを⾏っている。 

2 

ノウハウの蓄積とその共有に
より実施体制が確⽴する 

運⽤マニュアルの整備 持続化に向けた事業実施体制
及び評価体制が確⽴する。 

2024/3/31 現時点では実施体制の
確⽴には⾄っていない 

3 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容  ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐短期アウトカムの⽬標値 
5. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
リモートの活⽤は、感染対策を施しながら事業を進めている 

 
③ 広報 (※任意) 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
   

2.広報制作物等 
   

3.報告書等 


